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─現在，先生が研究されているテ
ーマについて教えてください。
　加齢のポジティブな側面を明らかに
することです。そのために，70歳代か
ら100歳代の高齢者を対象として，各
年代の頭文字をとった「SONIC調
査」を行っています。併せて，人々は
年をとることをどう評価しているのか
を検討するために，「加齢に対する信
念の研究」を進めています。
─それぞれの研究の特徴と，研究
から明らかになったことをご説明い
ただけますか。

SONIC調査は2010年から3年ごと
に同じ人を追跡し，身体機能，認知機
能や精神的健康などを測定する縦断
研究です。いろいろな社会背景の人
が含まれている多様性が特徴で，都
市部と非都市部や，関東と関西の比
較ができます。参加者の皆さんの職
業もさまざまです。また，調査開始時
点で90歳だった人の中で，100歳に到
達された方とお亡くなりになられた方
を比較すると，長生きな人の特徴を明
らかにできます。この調査では，年齢
が高くなると「老年的超越」と呼ばれ
る心の変化が起きていることが分かり
ました。老年的超越には，あるがまま
の状態を受け入れる「無為自然」や，
善悪などの概念の対立の無効性や解

ともに，精神的健康を維持するため
に重要な要素を自然と身につけてい
ったということなのでしょうか。
　同時にいくつかの要素で変化して
いると考えています。経験によるもの
と，脳の生物学的加齢の2つが関わっ
ており，年をとって機能が低下する中
で発達するものだと考えています。
─高齢者を対象とした大規模縦断
研究を実施するうえで，大変なことや
工夫されていることは何でしょうか。
　一人ではできない研究のため，多
くの方に関わってもらう必要があり，
組織が大きくなる点が大変です。関
わるスタッフ全員が楽しめるように
気を配っています。
　工夫している点は，参加者の皆さん
に，全体の進捗を共有したり，個別で
ご本人の結果を伝えたりしていること
です。フィードバックを受けると「自分
の結果が役立っているのだ」という実
感を持っていただけるため，調査に継
続して参加いただけると考えています。

消を認識する「二元論からの脱却」な
どの8つの因子があり，これらの側面
が高まることで，身体機能の低下や自
立が困難な状況であっても，精神的に
健康で幸せでいることができると考え
ています。
国内外のこれまでの研究から，元

気な老後をイメージしている人は，
そうでない人よりも長生きするとい
うことも分かってきました。これら
を受けて，加齢に対する信念の研究
では，個々人が，加齢していくこと
のどこに一番引っかかりを感じてい
るのかを把握して，その信念を少し
でも変えられるよう社会的に介入す
ることを目標としています。現在，
信念は身体的変化や自己効力感など，
5つの側面から測定できることが分
かってきました。測定尺度が完成し
たところなので，さらにこういった
点について研究を進めていきます。
─老年的超越の無為自然や二元
論からの脱却が，私が現在研究して
いる，物事をあるがままに受け入れ，
現在の瞬間に価値判断をせず注意を
向ける気づきであるマインドフルネ
スにも共通するものだと感じました。
マインドフルネスを身につけるには，
瞑想などの実践を繰り返すことが必
要ですが，高齢者の方々は，年齢と
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─先生は学際的な研究や国際共同
研究を多く行われていますが，その
中でどのようなことを大切にされて
いるのでしょうか。
　医師や歯科医師との研究が多いの
ですが，その中で心理学ができる重
要なことは「評価法を作ること」だ
と考えています。また，他の領域で
はこう考えるのだ，とか，異なる分
野ではこんな面白いことがあるのか，
といったように，好奇心や開放性を
持つことが大切だと思います。
　国際研究をするうえでは，「躊躇
しない」ことです。研究においては
内容が面白いかが重要なので，考え
たことをためらわずに伝えることが
大切です。海外ではどのように研究
を進めているのかをよく見ることも
重要だと思います。
─今後の研究の方向性について教
えてください。
　年をとることが重荷にならないよう
な研究をしていければ，と思っていま
す。高齢者研究から見えてきたのは，
幅広い年代の方々にどうアプローチし
ていくかが課題だということです。若
い人だけでなく，高齢者も「高齢者は
弱っているだろう」という思い込みで

あるエイジズムを持っているので，長
生きはしたくない，100歳までは生きた
くないと思っている人が多いのが現
状です。しかし，ピンピンコロリとはい
かなくても，もう一つの年の取り方が
あって，それでも不幸ではないという
ことを知ってほしいのです。多くの人
は，長生きするなら元気じゃなきゃ，と
思っていますが，その思い込みを変え
ていき，「元気じゃなくても幸せなの
だ」と思ってもらえるような研究をして
いきたいです。年をとることをポジテ
ィブに思えるようになれば，エイジズム
が減っていくはずです。高齢者になれ
ば病気になるのは普通なのだと，根本
的に考え方を変えていけたらと思いま
す。死ぬ前に満足感が低下しないよ
うな死に方の解明を目指していきたい
です。「こんなに生きると思っていな
かったのに生きちゃった，でも思ってい
たより悪くないな」という感覚を得ら
れるのだと，今後の研究でも示してい
きたいと考えています。
─研究の中で実現したいことをお
うかがいさせていただきたいです。
海外で作成された尺度を訳すので

はなく，日本で作成された尺度を海外
で使用してもらえるようになることが

夢です。日本語のニュアンスには難し
いところがあります。例えば，年をとっ
て弱っていくフレイルに対する不安尺
度の作成の際には，「よぼよぼ」をど
う訳すのかが議論になりました。また，
老年的超越の概念には東洋的な部分
があり，伝わりにくい側面もあります。
西洋の文化をよく知ることが大事にな
ってきますし，今後の日本のことをよく
考えながら進めていきたいです。
また，余暇活動の研究を行う中で

畑仕事が高齢者にとってさまざまな
ポジティブな影響を持つことなどが
明らかになったのですが，このよう
な科学的根拠を社会に発信し，それ
を推進していくことで，「やってい
てよかったな」「これからやろう」と
いう人が増えていくといいなと思っ
ています。
─最後に，若手研究者に向けたメ
ッセージをお願いします。
　「心理学は最強の学問である」と
思います。基礎を学んで方法論を身
につければ，どんな業界やビジネス
でも活躍することができます。心理
学を学んでいることに自信を持って，
科学的な視点を忘れずに，世界を変
えるつもりで頑張ってほしいです。

インタビューを終えて
　高齢者の方々を対象とした大規
模な縦断研究の第一人者でいらっ
しゃる権藤先生に，研究内容だけ
ではなく，研究を進めるうえでの
心得や研究者としてのあり方に関
してまでお話をうかがう貴重な機
会となりました。ご研究に関わる
すべての方を大切にしながら，心
理学の立場からできることを探り，
その解明に向けて躊躇することな
く研究を進めていく先生のご姿
勢に，私も少しでも近づけるよう，
尽力していきたいと思います。
　私自身は，日常生活においてス

トレスと上手に付き合っていくた
めの方法について研究しています。
これまでには，ストレス状況への
感情制御方略を自分で選択するこ
との効果などについて検討してき
ました。最近は，マインドフルネ
スの一技法である「3ステップ呼
吸空間法」に関心を持っています。
気づく・注意を集中する・注意を
広げる，の3段階からなる3ステ
ップ呼吸空間法を実践することの
効果を，実験を通して検討してい
ます。精神的健康を維持しなが
ら，高齢期に至るまで幸せに過ご
すことができる社会の実現に向け

た，知見の蓄積の一助となれるよ
う，研究に一層邁進していこうと，
今回のインタビューを通して決意
を新たにしました。
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